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寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
庭
野
重
信
（
西
寺
町
）
香
典
返
し

…
二
万
円
▽
西
野
春
江
（
高
田
町
五
）

．
…
二
千
円
▽
匿
名
…
五
万
円
▽
関
芳

吟
詠
会
…
二
千
五
百
六
十
円
▽
村
山

政
信
（
上
新
田
）
…
二
万
円
▽
桑
原
正

治
（
新
座
Y
－
十
日
町
・
中
条
・
津
南

病
院
へ
手
拭
他
三
百
三
十
一
点
▽
匿

名
…
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
み
か
ん
一
箱
▽

新
川
屋
酒
店
…
・
ね
た
き
り
老
人
及
び

単
身
老
人
ヘ
モ
チ
十
箱
（
二
千
切
）
▽

上
新
田
簡
易
保
険
組
合
－
老
人
ホ
ー

ム
ヘ
五
千
円
▽
北
鐙
坂
婦
人
会
…
ミ

ニ
コ
ロ
ニ
i
募
金
と
し
て
三
千
六
百

五
十
四
円
▽
十
日
町
美
術
協
会
（
チ

ャ
リ
テ
イ
）
…
五
万
円
。

　
酒
田
市
大
火
見
舞
金

滉
犠
萎

磁
　
騨
匙

彦
〃
鉄
藷
葡

　
▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
…
十
万
円

稔
栄
会
…
二
万
円
▽
立
正
佼
成
会
十

日
町
、
津
南
支
部
…
十
八
万
六
千
三

十
三
円
▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町

第
一
団
…
一
万
五
千
円
。

　
歳
末
助
け
合
い

　
▽
南
中
生
徒
会
…
三
万
五
千
二
百

四
十
五
円
▽
藤
木
秀
雄
（
四
日
町
一
）

…
二
万
円
▽
内
藤
直
義
…
干
円
▽
水

落
賀
一
．
（
二
子
）
…
二
千
円
▽
常
角
熊

吉
（
魚
の
田
川
）
…
七
千
円
▽
匿
名

…
一
万
五
千
百
五
十
四
円
▽
山
田
浩

（
四
新
三
Y
－
九
百
一
円
▽
ロ
ー
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
…
二
万
二
千
九
百
四

十
八
円
▽
庭
野
み
よ
の
（
昭
和
町
二
）

…
二
千
円
▽
村
山
退
蔵
（
本
町
一
）
…

一
万
円
▽
大
島
キ
ク
ヰ
（
本
町
六
－

二
）
－
－
千
円
▽
庭
野
カ
ヨ
（
五
軒
新

田
）
－
上
万
円
▽
宮
沢
藤
作
（
田
中
町

本
通
り
）
…
三
千
円
▽
広
田
真
霜
…

マ
ッ
ト
レ
ス
三
枚
▽
十
日
町
病
院
職

員
一
同
…
⊥
万
六
百
四
十
円
▽
志
保

川
有
志
会
…
五
万
二
千
四
百
五
十
六

円
▽
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
i
二
万
七

千
八
、
肖
四
曇
七
円
▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
…
五
万
ご
．
千
六
十
九
円
▽
庭
野

重
信
…
千
五
百
円
▽
上
新
田
簡
易
保

険
組
合
…
五
千
円
▽
十
日
町
実
業
高

校
生
徒
会
…
．
一
万
七
千
五
百
五
十
円

▽
高
金
織
物
高
友
会
…
五
千
八
百
六

レ
ニ
円
▽
モ
日
町
高
校
生
徒
会
…
四

万
三
壬
．
百
七
十
五
円
▽
農
協
婦
人

部
…
表
類
他
▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ト

日
町
第
一
団
…
一
万
五
千
八
百
三
円

▽
小
泉
安
明
…
五
百
四
十
八
円
▽
飯

林
織
物
㈱
…
二
万
四
千
五
百
．
．
ヂ
円

▽
ス
ナ
ッ
ク
長
助
…
九
千
百
七
十
一

円
▽
根
津
智
子
（
本
町
六
ノ
一
、
一
）
…
千

二
十
五
円
。

米
穀
商
協
同
組
合
が
総

額
五
十
万
円
を
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
、
十
日
町
米
穀
商
協
同

組
合
は
、
十
日
町
市
教
育
委
員
会
に

二
十
万
円
寄
付
し
ま
し
た
。
同
組
合

は
、
す
で
に
昭
和
四
十
九
年
に
十
五

万
円
、
昭
和
五
十
年
に
十
五
万
円
寄

付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
寄

付
と
あ
わ
せ
三
ヵ
年
で
総
額
五
十
万

円
寄
付
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
、

こ
れ
は
、
米
穀
商
組
合
加
盟
の
お
米

屋
さ
ん
が
、
お
歳
暮
な
ど
を
廃
止
し
、

そ
の
お
金
を
市
内
の
学
校
の
教
材
設

備
費
に
使
用
し
て
欲
し
い
と
寄
付
し

た
も
の
で
、
市
教
委
で
は
、
学
校
教

材
備
品
の
購
入
等
有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
胃
の
集
団
検
診
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
一
年
度
胃
集
団
検
診
を

申
し
込
ま
れ
た
方
の
中
で
、
通
知
し

た
検
診
日
に
都
合
で
検
診
で
き
な
か

っ
た
人
が
多
数
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
検
診
で
き
な
か
っ
た
人

を
対
象
に
、
三
月
検
診
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
該
当
者
は
市
保
健
課
（
曾

七
」
二
二
番
）
へ
二
月
十
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
の
あ
っ
た
方
に
は
、
実
施
日

時
等
記
入
し
た
個
人
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
と
な
る
宅
地
は
、
住
宅

用
地
一
・
住
宅
の
用
に
供
す

る
宅
地
）
と
非
住
宅
用
地

（
工
場
、
事
務
所
等
に
供

す
る
宅
地
）
に
区
分
し
課

税
さ
れ
、
住
宅
用
地
は
非

住
宅
用
地
に
比
べ
税
制
上

の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
固
定
資
産
税
の
賦
課

期
日
で
あ
る
昭
和
五
十
二

年
一
月
一
日
前
一
年
以
内

に
土
地
及
び
家
屋
を
次
の

と
お
り
異
動
し
た
方
は
昭

和
五
十
二
年
一
月
ニ
モ
日

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
固

定
資
産
税
係
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

（
用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）
く

わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
魯
七
⊥
三
二
番
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
土
地
及
び
家
屋
の
異
動

　
■
住
宅
用
地
を
売
買
し
た
場
合

　
口
他
の
地
目
か
ら
宅
地
に
地
目
変

更
し
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い

る
場
合

　
■
非
住
宅
用
地
に
家
屋
を
新
築
ま

た
は
増
築
し
、
土
地
の
状
況
が
住
宅

用
地
に
な
っ
た
場
合

　
■
住
宅
を
取
り
こ
わ
し
た
ま
ま
の

も
の
及
び
家
屋
の
用
途
変
更
に
よ
り

住
宅
が
事
務
所
や
店
舗
に
な
っ
た
場
合

停
電
の
お
知
ら
せ

▽
一
月
二
十
四
日
　
午
前
九
時
半
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正
午
ま
で
　
高
田
町
一
丁
目
の
一

部
、
昭
和
町
一
r
目
の
一
部
、
昭
和

町
二
丁
目
の
一
部
、
高
田
町
二
丁
目
、

泉
町
の
一
部
、
栄
町
、
寿
町
四
丁
目

の
一
部
▽
一
月
二
十
八
日
午
前

九
時
～
正
午
ま
で
　
駅
通
り
、
加
賀

糸
屋
町
の
一
部
、
西
浦
町
、
泉
町
の

一
部
、
昭
和
町
三
丁
目
の
一
部
、
昭

和
町
四
丁
目
。

わ
が
家
の
自
慢
料
理

　
　
　
　
　
山
　
田
　
ユ
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
条
本
町
）

　
自
慢
料
理
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
つ
ま
み
、
不

意
の
来
客
、
肉
料
理
の
友
と
し
て
簡

単
な
大
根
の
レ
モ
ン
漬
け
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
材
料

　
大
根
中
一
本
、
レ
モ
ン
ニ
分
の
一

ケ
、
塩
、
化
学
調
味
料
。

　
作
り
方

①
大
根
は
皮
を
む
き
、
縦
二
つ
割
に

し
て
一
～
ニ
ミ
リ
位
の
う
す
切
り
に
し

て
、
塩
を
ま
ぶ
し
、
さ
っ
と
水
洗
い

し
て
ざ
る
に
上
げ
、
水
け
を
切
る
。

②
レ
モ
ン
は
皮
ご
と
半
月
形
に
大
根

と
同
じ
よ
う
に
う
す
く
切
る
。

③
大
根
と
レ
モ
ン
、
塩
、
化
学
調
味

料
を
ま
ぜ
合
わ
せ
皿
に
も
る
。

　
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
は
万
人
向
き

で
す
。

　
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

月
は
、
大
根
の
レ
モ
ン
漬
け
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
し
た
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
で
、

掲
載
が
少
し
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お

詫
び
し
ま
す
。

　
1
わ
が
家
の
自
慢
料
理
を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。
豪
華
で
難
か
し
い
料
理
よ
り
も
、

日
頃
、
．
こ
家
庭
で
食
べ
る
も
の
の
な
か
か

ら
、
簡
単
に
つ
く
れ
て
、
家
族
や
来
客
か

ら
喜
ば
れ
る
料
理
を
お
待
ち
し
ま
す
。

　
連
絡
は
、
市
役
所
企
画
財
政
課
企
画
広

報
係
（
曾
七
⊥
三
一
一
番
）
へ
。
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　大寒が明け、節分、立春とこよみのうえでは春のきざし

ですが、2月の寒気はまだ続く　　。

　この厳しい寒さの中で、ここ東小学校（室岡倉二校長）で

は、毎朝全校いっせいの5分間乾布まさつが行われています。

同校の屋内運動場や各教室は、上半身を真っ赤にした児童たち

の熱気に包まれていました。
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市県民税申告相談日程表

痴
紬
県
、
鵬
髄
の

　
こ
と
し
も
市
．
県
民
税
の
申
告
を
お
願
い
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
．

こ
の
申
告
は
、
市
．
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
を
謝
算
す
る
た
め
の
基
礎

と
な
る
重
要
な
申
告
で
あ
る
と
同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い
ろ
い
ろ

な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も
れ
な
く

記
載
し
て
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

月
　
日

時
　
間

場
　
所

2
月
1
6
日

　
～

2
月
2
5
日

9
・
0
0
～
4
・
0
0

市
役
所
は曜日○

　
く

土
除

3
月
2
日

9
・
3
0
～
4
・
0
0

下
条
出
張
所

10
・
0
0
～
3
・
0
0

漉
野
作
業
所

3
月
3
日

9
・
3
0
～
4
・
0
0

中
条
公
民
館

3
月
4
日

10
・
0
0
～
3
・
0
0

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

9
・
3
0
～
3
・
0
0

六
箇
公
民
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

船
坂
作
業
所

3
月
5
日

9
・
0
0
～
12
・
0
0

川
治
公
民
館

3
月
7
日

10
・
0
0
～
3
・
0
0

大
池
作
業
所

3
月
8
日

9
・
3
0
～
4
・
0
0

水
沢
出
張
所

9
・
3
0
～
3
・
O
O

馬
場
集
会
所

3
月
9
日

10
・
0
0
～
3
・
0
0

野
中
作
業
所

3
月
1
0
日

9
・
3
0
～
4
・
0
0

吉
田
出
張
所

10
・
0
0
～
3
・
0
0

鉢
公
民
館

3
月
n
日

9
・
0
0
～
4
・
0
0

市
　
役
　
所

3
月
1
4
日

3
月
1
5
日

申
告
期
限
は

三
月
十
五
日
ま
で
で
す

　
市
・
県
民
税
は

前
年
（
昭
和
五
十

一
年
中
）
の
所
得

に
対
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用

紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
二
月
中
旬
頃

市
政
事
務
嘱
託
員

を
通
じ
て
配
布
す

る
予
定
で
す
が
誤

ま
っ
た
記
入
や
記

入
も
れ
等
の
な
い

よ
う
に
記
載
し
て
、

お
早
め
に
（
提
出

期
限
は
三
月
十
五

日
）
市
役
所
税
務

課
ま
た
は
市
政
事

務
嘱
託
員
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
の
点
は
、
申
告
相
談
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
る
か
市
役
所
税
務

課
市
民
税
係
（
曾
七
⊥
一
二
二
番

有
線
五
二
五
一
二
番
）
へ
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
記
載
方
法

等
の
相
談
は
…

　
上
記
の
日
程
に
よ
り
、
申
告
相
談

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
書
き
方
等
ご

不
明
の
方
は
時
間
内
に
最
寄
り
の
会

場
で
相
談
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

と
納
税
は
三
月
十
五

日
ま
で
に

　
昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
期
限
間
近

に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
の
窓
口
が

大
変
混
雑
し
、
長
い
間
お
待
ち
い
た

だ
く
よ
う
な
二
と
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
税
務
署
へ
提
出
し
た
方
は
、

市
民
税
や
事
業
税
の
申
告
書
は
提
出

し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
は
振
替
を
利
用
さ
れ

る
と
便
利
で
す
。
電
話
料
や
N
H
K

の
受
信
料
の
振
替
と
同
じ
よ
う
に
、

銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
都
合
で
三
月
十
五
日
ま
で

に
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
延
納
制
度

も
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
税
務

署
（
曾
二
±
三
八
一
番
）
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

耳
の
シ
と
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定

　
新
潟
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

（
横
木
会
長
ほ
か
七
千
二
百
人
）
は
、

耳
の
機
能
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
広

く
県
民
の
理
解
を
深
め
、
特
に
公
共

機
関
等
に
お
け
る
諸
手
続
き
の
際
に

生
ず
る
一
般
健
聴
者
と
障
害
者
と
の

相
互
間
の
不
便
、
不
愉
快
さ
を
除
去

し
、
障
害
者
の
生
活
改
善
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
耳
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
制
定
。
聴
覚
障
害
者
や

音
声
・
言
語
機
能
障
害
者
を
対
象
に
、

三
月
三
日
（
耳
の
日
）
か
ら
使
用
し

ネームプレート

　　（赤印刷）

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
つ
ぎ
の
こ

と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
■
障
害
者
に
対
す
る
道
義
を
確
立

す
る
と
と
も
に
障
害
者
と
一
般
健
聴

者
と
の
相
互
間
の
不
便
、
不
愉
快
さ

を
な
く
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
る
。

　
■
特
に
、
業
者
等
の
方
々
は
、
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
た
方
が
物
資

の
購
入
を
す
る
際
は
、
筆
談
等
で
取

引
き
を
は
か
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　

大
円
手

50

切

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
種
類

　
と
使
用
方
法

　
名
札
（
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
）

　
耳
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
表
示
し

て
あ
る
プ
レ
ー
ト
に
障
害
者
の
名
前

を
記
載
し
て
お
き
、
膏
時
各
人
が
胸

部
に
貼
付
し
て
お
く
。

　
貼
付
紙
（
ラ
ベ
ル
）

　
国
及
ぴ
県
市
町
村
等
の
公
共
機
関

に
提
出
す
る
諸
申
請
書
、
病
・
医
院

に
提
出
す
る
診
療
券
、
金
融
機
関
等

の
預
貯
金
通
帳
に
貼
付
し
て
お
き
必

要
に
応
じ
て
窓
口
の
呼
び
出
し
を
手

招
き
で
う
け
た
り
、
筆
談
等
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
；
シ
ョ
ン
を
は
か
る
も
の
と

す
る
。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
販
布

　
方
法
等

　
同
連
合
会
で
所
要
量
を
一
括
調
製

し
、
希
望
者
に
対
し
て
実
費
で
販
布

し
ま
す
。

ラベル
　（赤印刷）

　
③
　

　
酒
田
大
火
の
見
舞
金
あ
り

　
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
昭
和
五
十
一
年
十
月
二
十
九
日
に

発
生
し
た
酒
田
市
の
大
火
に
際
し
て

市
民
の
み
な
さ
ま
方
か
ら
三
十
八
万

一
千
七
百
十
九
円
（
十
一
件
）
の
見

舞
金
が
集
ま
り
、
さ
っ
そ
く
送
金
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
酒
田
市
で

は
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
厚
意
に
こ
た

え
る
た
め
に
も
全
市
一
丸
と
な
っ
て
、

市
の
復
興
と
再
建
へ
の
決
意
を
新
た

に
す
る
と
と
も
に
み
な
さ
ん
の
ご
厚

情
に
対
し
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る

と
の
礼
状
が
届
き
ま
し
た
の
で
紙
面

を
か
り
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
日
赤
十
日
町
市
地
区
長
）
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従
来
か
ら
、
除
雪
直
後
の
道
路
に

屋
根
雪
を
お
ろ
し
、
そ
の
ま
ま
放
置

し
て
い
る
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
交
通
渋
滞
の
原
因
と
な

り
、
多
く
の
方
に
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
す
。
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道
路
に

雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
ず
路
上
へ
雪
を
お
ろ
す

場
合
は
、
町
内
ご
と
に
一
斉
に
お
ろ

す
よ
う
に
日
を
定
め
て
、
土
木
事
務

所
、
市
役
所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を

と
っ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

雪
は
路
側
へ
積
上
げ
る
な
ど
必
ず
自

分
で
後
始
末
を
し
車
両
の
運
行
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
車
道
部
は
二
車
線

ま
た
は
一
車
線
を
必
ず
確
保
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

す
。　
ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

自
分
の
家
の
前
は

自
分
で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で

ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直
し
し
、
入

口
の
両
側
に
積
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

踏
切
の
事
故
防
止
を

例
年
、
冬
に
な
る
と
踏
切
事
故
が

（3）■■■■■■■［とrJ墜』r創駐お

　　上水道

　　節水効果いまのところ6．9㌫　1

　　　　　　なお一層のご協力を
　上水道水源の渇水のため、利用者のみなさんに大変ご迷惑をおか

けしています。

　また、1月中旬から有線放送、消防署の放送、新聞の折り込みチ’

ラシ、市報お知らせ版などで節水の協力をお願いしましたが、みな

さんのご理解をいただき、去る1月26日現在、日量1000立方㍍の節

水となり、市役所水道課といたしましても、大変喜んでいます。

　しかし、水源井戸は依然として好転のきざしは見えていません。

過去の記録からみましても、2月末頃までは、この状態が続くもの

島1三灘熱顯灘ll綴1鐸

難縢騨駕雛臨網
給し、また流量をお・さえるため、去る1月4日から昼夜等3段階にバ

ルブ調整作業を続けています。したがって、深夜になりますと高台

では断水状態になるところもでています。

○もし断水したら！
　水源がこれ以上不足すると断水しなければなりません。もし、全面

断水した場合、みなさんの生活に大きな影響がでることはいうまで

もありませんが、特に、十日町市の場合、昭和32年開設以来、全面

断水は一度もありませんので、配水管の中に鉄サビなどがたまって

いて、復旧のとき洗管をしなければなりません。この処理に多量の

ムダ水（約1300立方㍍）と相当な時間がかかります。消火栓を急にあ

けたり、配水管破裂事故などのとき、その関連地域が「赤にごり」に

なるのはこれが原因です。

藍難灘驚灘欝簾卵
用のみなさんのご理解とご協力をお願いします。

急
増
し
ま
す
。
踏
切
前
に
は
必
ら
ず

一
時
停
止
を
し
て
、
安
全
を
確
認
す

る
と
共
に
踏
切
道
内
で
の
車
間
距
離

の
確
保
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

な
だ
れ
事
故
に

ご
注
誰
思

　
市
内
各
地
で
な
だ
れ
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
気
温
、
降
雨
等
の
気
象
状

況
の
変
化
に
十
分
注
意
し
、
な
だ
れ

発
生
の
危
険
が
あ
る
と
き
は
、
雪
庇

の
排
除
や
う
回
路
の
確
保
等
事
故
防

止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
特
に
児
童
、
生
徒
の
登
下
校
時
の

安
全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
意
を
お

願
い
し
ま
す
。

道
路
方
向
に
雪
が
自
然
落
下
す
る
施
設

は
、
危
険
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　屋根雪の落下等にご注意
　最近、県内各地で、屋根雪の落下等による死亡事故が
発生しています。特に、屋根雪を自然落下する建物は危
険を伴うことがありますので、十分ご注意ください。
□建築物の雪おろしは早めに行い、その建物の設計荷重積雪量を超

　えないようにする。また、建物周囲の除雪を行い建物に側圧がか

　からないようにする。

□長尺力ラー鉄板葺等の屋根に雪止め及び消雪装置等取付けている

　場合は、その雪止め金具や装置の固定状況を調査点検をして安全

　を確認する。

口屋根雪が直接道路に落下することは、道路通行者の安全確保の面

　から、危険であり、認められませんので、落下しないよう措置し

　てください。

流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
が
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
を
守
る
な
ど
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。
お
互
い
に
他
人
の
こ

と
を
考
え
て
使
用
し
、
決
し
て
昨
年

の
よ
う
な
事
態
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

懲
鑓
墾
灘
灘
懲
雛

■
流
雪
溝
に
水
が
流
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
絶
対
投
入
し
な
い
。

■
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、
多
少

　
水
が
流
れ
て
い
て
も
雪
を
投
入
し

　
な
い
。

■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

　
時
間
を
厳
守
し
必
要
以
上
に
大
き

　
な
固
り
を
入
れ
な
い
。

■
一
つ
の
側
溝
口
に
多
人
数
で
同
時

　
に
雪
を
入
れ
な
い
。

■
使
用
の
際
は
下
流
の
こ
と
を
十
分

　
考
え
、
自
分
勝
手
な
行
為
を
せ
ず
、

　
係
の
指
示
に
従
う
。

■
作
業
終
了
後
は
、
必
ら
ず
流
雪
溝

　
の
フ
タ
を
し
て
、
子
ど
も
の
事
故

　
等
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

ふ
る
さ
と
の
情
報
は

市
報
と
お
か
ま
ち
で

　
例
年
冬
に
な
る
と
、
家
族
と
離
れ

て
単
身
他
県
等
に
出
稼
ぎ
に
行
か
れ

る
方
が
お
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ
う

い
っ
た
出
稼
ぎ
の
方
に
ふ
る
さ
と
の

情
報
を
知
っ
て
貰
う
た
め
、
出
稼
ぎ

期
間
中
、
市
報
と
お
か
ま
ち
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
送
付
も
れ
等
市
報

の
届
い
て
い
な
い
方
は
市
農
業
委
員

会
（
魯
七
⊥
三
一
一
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い

　
降
雪
期
に
は
い
る
と
、
朝
夕
の
引

運
動
が
で
き
な
い
た
め
、
犬
の
放
し

飼
い
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
降

雪
期
は
道
路
が
せ
ま
く
な
っ
て
お
り
、

放
し
飼
い
に
し
て
い
る
と
、
通
行
人

や
通
学
児
童
が
迷
惑
し
ま
す
。
昨
年

県
内
で
は
犬
に
よ
る
死
傷
事
故
も
起

き
て
い
ま
す
。
犬
は
つ
な
い
で
飼
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
保
健
所
）
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市県民税申告相談日程表

痴
紬
県
、
鵬
髄
の

　
こ
と
し
も
市
．
県
民
税
の
申
告
を
お
願
い
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
．

こ
の
申
告
は
、
市
．
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
を
謝
算
す
る
た
め
の
基
礎

と
な
る
重
要
な
申
告
で
あ
る
と
同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い
ろ
い
ろ

な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も
れ
な
く

記
載
し
て
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

月
　
日

時
　
間

場
　
所

2
月
1
6
日

　
～

2
月
2
5
日

9
・
0
0
～
4
・
0
0

市
役
所
は曜日○

　
く

土
除

3
月
2
日

9
・
3
0
～
4
・
0
0

下
条
出
張
所

10
・
0
0
～
3
・
0
0

漉
野
作
業
所

3
月
3
日

9
・
3
0
～
4
・
0
0

中
条
公
民
館

3
月
4
日

10
・
0
0
～
3
・
0
0

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

9
・
3
0
～
3
・
0
0

六
箇
公
民
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

船
坂
作
業
所

3
月
5
日

9
・
0
0
～
12
・
0
0

川
治
公
民
館

3
月
7
日

10
・
0
0
～
3
・
0
0

大
池
作
業
所

3
月
8
日

9
・
3
0
～
4
・
0
0

水
沢
出
張
所

9
・
3
0
～
3
・
O
O

馬
場
集
会
所

3
月
9
日

10
・
0
0
～
3
・
0
0

野
中
作
業
所

3
月
1
0
日

9
・
3
0
～
4
・
0
0

吉
田
出
張
所

10
・
0
0
～
3
・
0
0

鉢
公
民
館

3
月
n
日

9
・
0
0
～
4
・
0
0

市
　
役
　
所

3
月
1
4
日

3
月
1
5
日

申
告
期
限
は

三
月
十
五
日
ま
で
で
す

　
市
・
県
民
税
は

前
年
（
昭
和
五
十

一
年
中
）
の
所
得

に
対
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用

紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
二
月
中
旬
頃

市
政
事
務
嘱
託
員

を
通
じ
て
配
布
す

る
予
定
で
す
が
誤

ま
っ
た
記
入
や
記

入
も
れ
等
の
な
い

よ
う
に
記
載
し
て
、

お
早
め
に
（
提
出

期
限
は
三
月
十
五

日
）
市
役
所
税
務

課
ま
た
は
市
政
事

務
嘱
託
員
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
の
点
は
、
申
告
相
談
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
る
か
市
役
所
税
務

課
市
民
税
係
（
曾
七
⊥
一
二
二
番

有
線
五
二
五
一
二
番
）
へ
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
記
載
方
法

等
の
相
談
は
…

　
上
記
の
日
程
に
よ
り
、
申
告
相
談

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
書
き
方
等
ご

不
明
の
方
は
時
間
内
に
最
寄
り
の
会

場
で
相
談
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

と
納
税
は
三
月
十
五

日
ま
で
に

　
昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
期
限
間
近

に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
の
窓
口
が

大
変
混
雑
し
、
長
い
間
お
待
ち
い
た

だ
く
よ
う
な
二
と
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
税
務
署
へ
提
出
し
た
方
は
、

市
民
税
や
事
業
税
の
申
告
書
は
提
出

し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
は
振
替
を
利
用
さ
れ

る
と
便
利
で
す
。
電
話
料
や
N
H
K

の
受
信
料
の
振
替
と
同
じ
よ
う
に
、

銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
都
合
で
三
月
十
五
日
ま
で

に
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
延
納
制
度

も
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
税
務

署
（
曾
二
±
三
八
一
番
）
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

耳
の
シ
と
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定

　
新
潟
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

（
横
木
会
長
ほ
か
七
千
二
百
人
）
は
、

耳
の
機
能
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
広

く
県
民
の
理
解
を
深
め
、
特
に
公
共

機
関
等
に
お
け
る
諸
手
続
き
の
際
に

生
ず
る
一
般
健
聴
者
と
障
害
者
と
の

相
互
間
の
不
便
、
不
愉
快
さ
を
除
去

し
、
障
害
者
の
生
活
改
善
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
耳
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
制
定
。
聴
覚
障
害
者
や

音
声
・
言
語
機
能
障
害
者
を
対
象
に
、

三
月
三
日
（
耳
の
日
）
か
ら
使
用
し

ネームプレート

　　（赤印刷）

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
つ
ぎ
の
こ

と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
■
障
害
者
に
対
す
る
道
義
を
確
立

す
る
と
と
も
に
障
害
者
と
一
般
健
聴

者
と
の
相
互
間
の
不
便
、
不
愉
快
さ

を
な
く
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
る
。

　
■
特
に
、
業
者
等
の
方
々
は
、
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
た
方
が
物
資

の
購
入
を
す
る
際
は
、
筆
談
等
で
取

引
き
を
は
か
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　

大
円
手

50

切

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
種
類

　
と
使
用
方
法

　
名
札
（
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
）

　
耳
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
表
示
し

て
あ
る
プ
レ
ー
ト
に
障
害
者
の
名
前

を
記
載
し
て
お
き
、
膏
時
各
人
が
胸

部
に
貼
付
し
て
お
く
。

　
貼
付
紙
（
ラ
ベ
ル
）

　
国
及
ぴ
県
市
町
村
等
の
公
共
機
関

に
提
出
す
る
諸
申
請
書
、
病
・
医
院

に
提
出
す
る
診
療
券
、
金
融
機
関
等

の
預
貯
金
通
帳
に
貼
付
し
て
お
き
必

要
に
応
じ
て
窓
口
の
呼
び
出
し
を
手

招
き
で
う
け
た
り
、
筆
談
等
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
；
シ
ョ
ン
を
は
か
る
も
の
と

す
る
。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
販
布

　
方
法
等

　
同
連
合
会
で
所
要
量
を
一
括
調
製

し
、
希
望
者
に
対
し
て
実
費
で
販
布

し
ま
す
。

ラベル
　（赤印刷）

　
③
　

　
酒
田
大
火
の
見
舞
金
あ
り

　
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
昭
和
五
十
一
年
十
月
二
十
九
日
に

発
生
し
た
酒
田
市
の
大
火
に
際
し
て

市
民
の
み
な
さ
ま
方
か
ら
三
十
八
万

一
千
七
百
十
九
円
（
十
一
件
）
の
見

舞
金
が
集
ま
り
、
さ
っ
そ
く
送
金
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
酒
田
市
で

は
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
厚
意
に
こ
た

え
る
た
め
に
も
全
市
一
丸
と
な
っ
て
、

市
の
復
興
と
再
建
へ
の
決
意
を
新
た

に
す
る
と
と
も
に
み
な
さ
ん
の
ご
厚

情
に
対
し
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る

と
の
礼
状
が
届
き
ま
し
た
の
で
紙
面

を
か
り
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
日
赤
十
日
町
市
地
区
長
）

（第3種郵便物認可〉昭和52年2月10日

　
従
来
か
ら
、
除
雪
直
後
の
道
路
に

屋
根
雪
を
お
ろ
し
、
そ
の
ま
ま
放
置

し
て
い
る
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
交
通
渋
滞
の
原
因
と
な

り
、
多
く
の
方
に
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
す
。
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道
路
に

雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
ず
路
上
へ
雪
を
お
ろ
す

場
合
は
、
町
内
ご
と
に
一
斉
に
お
ろ

す
よ
う
に
日
を
定
め
て
、
土
木
事
務

所
、
市
役
所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を

と
っ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

雪
は
路
側
へ
積
上
げ
る
な
ど
必
ず
自

分
で
後
始
末
を
し
車
両
の
運
行
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
車
道
部
は
二
車
線

ま
た
は
一
車
線
を
必
ず
確
保
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

す
。　
ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

自
分
の
家
の
前
は

自
分
で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で

ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直
し
し
、
入

口
の
両
側
に
積
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

踏
切
の
事
故
防
止
を

例
年
、
冬
に
な
る
と
踏
切
事
故
が

（3）■■■■■■■［とrJ墜』r創駐お

　　上水道

　　節水効果いまのところ6．9㌫　1

　　　　　　なお一層のご協力を
　上水道水源の渇水のため、利用者のみなさんに大変ご迷惑をおか

けしています。

　また、1月中旬から有線放送、消防署の放送、新聞の折り込みチ’

ラシ、市報お知らせ版などで節水の協力をお願いしましたが、みな

さんのご理解をいただき、去る1月26日現在、日量1000立方㍍の節

水となり、市役所水道課といたしましても、大変喜んでいます。

　しかし、水源井戸は依然として好転のきざしは見えていません。

過去の記録からみましても、2月末頃までは、この状態が続くもの

島1三灘熱顯灘ll綴1鐸

難縢騨駕雛臨網
給し、また流量をお・さえるため、去る1月4日から昼夜等3段階にバ

ルブ調整作業を続けています。したがって、深夜になりますと高台

では断水状態になるところもでています。

○もし断水したら！
　水源がこれ以上不足すると断水しなければなりません。もし、全面

断水した場合、みなさんの生活に大きな影響がでることはいうまで

もありませんが、特に、十日町市の場合、昭和32年開設以来、全面

断水は一度もありませんので、配水管の中に鉄サビなどがたまって

いて、復旧のとき洗管をしなければなりません。この処理に多量の

ムダ水（約1300立方㍍）と相当な時間がかかります。消火栓を急にあ

けたり、配水管破裂事故などのとき、その関連地域が「赤にごり」に

なるのはこれが原因です。

藍難灘驚灘欝簾卵
用のみなさんのご理解とご協力をお願いします。

急
増
し
ま
す
。
踏
切
前
に
は
必
ら
ず

一
時
停
止
を
し
て
、
安
全
を
確
認
す

る
と
共
に
踏
切
道
内
で
の
車
間
距
離

の
確
保
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

な
だ
れ
事
故
に

ご
注
誰
思

　
市
内
各
地
で
な
だ
れ
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
気
温
、
降
雨
等
の
気
象
状

況
の
変
化
に
十
分
注
意
し
、
な
だ
れ

発
生
の
危
険
が
あ
る
と
き
は
、
雪
庇

の
排
除
や
う
回
路
の
確
保
等
事
故
防

止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
特
に
児
童
、
生
徒
の
登
下
校
時
の

安
全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
意
を
お

願
い
し
ま
す
。

道
路
方
向
に
雪
が
自
然
落
下
す
る
施
設

は
、
危
険
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　屋根雪の落下等にご注意
　最近、県内各地で、屋根雪の落下等による死亡事故が
発生しています。特に、屋根雪を自然落下する建物は危
険を伴うことがありますので、十分ご注意ください。
□建築物の雪おろしは早めに行い、その建物の設計荷重積雪量を超

　えないようにする。また、建物周囲の除雪を行い建物に側圧がか

　からないようにする。

□長尺力ラー鉄板葺等の屋根に雪止め及び消雪装置等取付けている

　場合は、その雪止め金具や装置の固定状況を調査点検をして安全

　を確認する。

口屋根雪が直接道路に落下することは、道路通行者の安全確保の面

　から、危険であり、認められませんので、落下しないよう措置し

　てください。

流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
が
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
を
守
る
な
ど
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。
お
互
い
に
他
人
の
こ

と
を
考
え
て
使
用
し
、
決
し
て
昨
年

の
よ
う
な
事
態
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

懲
鑓
墾
灘
灘
懲
雛

■
流
雪
溝
に
水
が
流
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
絶
対
投
入
し
な
い
。

■
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、
多
少

　
水
が
流
れ
て
い
て
も
雪
を
投
入
し

　
な
い
。

■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

　
時
間
を
厳
守
し
必
要
以
上
に
大
き

　
な
固
り
を
入
れ
な
い
。

■
一
つ
の
側
溝
口
に
多
人
数
で
同
時

　
に
雪
を
入
れ
な
い
。

■
使
用
の
際
は
下
流
の
こ
と
を
十
分

　
考
え
、
自
分
勝
手
な
行
為
を
せ
ず
、

　
係
の
指
示
に
従
う
。

■
作
業
終
了
後
は
、
必
ら
ず
流
雪
溝

　
の
フ
タ
を
し
て
、
子
ど
も
の
事
故

　
等
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

ふ
る
さ
と
の
情
報
は

市
報
と
お
か
ま
ち
で

　
例
年
冬
に
な
る
と
、
家
族
と
離
れ

て
単
身
他
県
等
に
出
稼
ぎ
に
行
か
れ

る
方
が
お
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ
う

い
っ
た
出
稼
ぎ
の
方
に
ふ
る
さ
と
の

情
報
を
知
っ
て
貰
う
た
め
、
出
稼
ぎ

期
間
中
、
市
報
と
お
か
ま
ち
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
送
付
も
れ
等
市
報

の
届
い
て
い
な
い
方
は
市
農
業
委
員

会
（
魯
七
⊥
三
一
一
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い

　
降
雪
期
に
は
い
る
と
、
朝
夕
の
引

運
動
が
で
き
な
い
た
め
、
犬
の
放
し

飼
い
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
降

雪
期
は
道
路
が
せ
ま
く
な
っ
て
お
り
、

放
し
飼
い
に
し
て
い
る
と
、
通
行
人

や
通
学
児
童
が
迷
惑
し
ま
す
。
昨
年

県
内
で
は
犬
に
よ
る
死
傷
事
故
も
起

き
て
い
ま
す
。
犬
は
つ
な
い
で
飼
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
保
健
所
）
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地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
三
の
規
定

に
基
づ
く
「
十
日
町
市
財
政
事
情
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
二
年
二
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
長
　
春
　
　
日
　
由
　
　
三

歳
出
五
〇
億
七
』
舎
豆
万
円

昭和51年度一般会計予算

歳
入
五
〇
億
七
』
公
豆
万
円

民生費106，46821％ 市　　税148，943

　　　　　29％

土木費93，92619％

地方交付税135，000

　　　　　27％総務費57，54311％

衛生費36，7497％

公債費桝，3537％ 国庫支出金80，795

　　　　　16％

市　　債49，10010％

農林水産業費31，846　6％

消防費181814％

教育費81，04216％
諸収入31，3316％
県支出金250975％

その他47，5279％ その他37，369　7％
（単位万円）

一般会計執行状況

）％％6969
率
率
入
行

収
執
（

三
五
億

一
、
九
さ
二
万
円

支
出
済
額

三
四
億

八
、
〇
五
二
万
円

収
入
済
額

五
〇
億
七
、
さ
二
五
万
円

＋
二
月
末
予
算

四
六
億
六
、
七
一
一
万
円

当
初
予
算

）

訳内の税市
税　　目 税額 構成比 市民1人当り 1世帯当り

市町村民税 74，984 50 14，812 62，654

固定資産税 51，377 35 10，149 42，929

軽自動車税 1，841 1 364 1，538

市可村たばこ消鰍 9，896 7 1，955 8，269

電　気　税 5，827 4 1，151 4，869

木材引取税 28 一 6 23

都市計画税 4，903 3 969 4，097

特別土地保有税 87 一 17 73

計 148，943 100 29，423 124，452

特別会計予算状況鞄万円

歳出性質別分析表
　　　（単位万円）

市有財産の状況

土　　　地 14，804，572㎡
会　計　名 予　算　額

国民健康保険 112，567

建　　　物 111，762㎡
診　　療　　所 3，379

簡　易　水　道 8，768

基金、公社債 10，117万円
下　　水　　道 19，200

計 143，914

雛
灘
繋
灘
灘
雛

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
昭
和
五
＋
二
年
二
月
一
日
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
三

会計別予算執行状況単位万円

会計名 予算額厭 収入率 支出済 執行率

一般会計 37，230 27，447
73．労

26，130 　％70．2

総合福祉センター

特別会計
1，419 934 65．8 704 49．6

と畜場事業

特別会計
5，572 1，423 25．5 1，778 31．9

計 44，221 29，804 67．4． 28，612 64．7

組合財産の状況

建　物4，446㎡

110万円基金
公社債

施設所在

市町村よ

り借地
土地

経

常

経

費

61％

費
ゆ
％

件
麗
餌

人
－
　
　
額

・
費
6
9
％

牛
’

2
8

物
創引円万5

総

50億

3，03

組合債の状況単位珊

目的（事業名） 金額

総合福祉センター

建設事業
4，300

と　畜　場

整備事業
3，680

消防施設
整備事業

13，770

計 21，750

　　中里村　　　　　市
　　　3・747　　　　　町
津南町lo％＋日町市村
8，191総額“意　別
22％1驚32万円16顎2畠

　　川西町　　　　　（金

　　・概　　畷

oo
費
β
％

助
齢
応

扶
勘
o

　
費
等
瀞
％

　
助
　
鵬
日

　
補
　
　
5

害復旧費
臆994－

　2％

’の他一
1て意2。465

　　2％鎌
泌
　5％維持禰修費
　　　　If愈4，830

　　　　　3％

育＼

8億

1，404

　39％

　市債の状況
　　　　　（単位万円）

　　　　財政対

　ぞT他撃卿
lf意3，194

　7％　　　　　　　　　　　教
　　　県貸付金
　　　　　ほか
　　1億8，070
　　　9％　　　　　大蔵省
　　　　　市債総額　蝿
繊銘2・億　9・1・4
　20％　　7，018万円　　48％

　民生
　　4，938

　　2％

爆1実

郵政省
4｛意8，164

　23％

辺地対簾

億6，417

8％

　
99
％

　
ヨ
　
ら

木
億
乳
2

　
5
土

市民会館・高庁舎

2億6銘10吃／

灘
灘
難
蕊
遜

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日

町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を

公
表
し
ま
す

　
昭
和
五
十
二
年
二
月
一
日

　
　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
三

予算執行状況
；r　（騒纏多i ）％％7379

率
率
入
行

収
執
（

三
億
二
、
六
二
万
円

額済出支

三
億
一
八
四
万
九
千
円

額済入収

四
億
一
、
一
〇
二
万
八
千
円

額算予

一時借入金4，500万円

組合債の状況
ごみ焼却場 1億9，623万7千円

し尿処理場 7，207万3千円

清　　掃　　車 252万円

計 2億7，083万円

（第3種郵便物認可）昭和52年2月10日
と6∬夢3’5

　
　
も
　
ウ
　
ひ
　
ゅ
　
ウ
　
ケ
　
つ

噛
璽
懸
、
㎜
聾
す
　
　
？

≦
．
ゆ
ず
っ
τ
く
悲
懸
い

消
費
者
協
会
十
日
町
支
部
で
は
、

鱗
羅
㎜
㎜
綴
㎜
雛
蒙

品
　
名

規
　
　
格

希
望
価
格

ス
キ
ー
靴

訪
　
問
　
著

中
古
ビ
ニ
ー
ル
製

　
　
　
24
・
5
諺

二
着
（
二
～
三
回
使
用
）

千
　
円

一
万
円

　
以
上

子
供
用
そ
り

中
古
木
製

不
　
明

古
　
い
　
綿

不
　
明

ス
ト
ー
ブ

電
動
式
オ
ル
ガ
ン

対
流
型
二
年
使
用

全
音
六
十
一
鍵

五
千
円

八
千
五
百
円

冷
蔵
庫
中
　
古

不
　
明

ガ
ス
ガ
マ

四
尉
も
の
六
ヵ
月
使
用

不
　
明

ガ
ス
ガ
マ

三
尉
も
の
一
年
使
用

不
　
明

直
線
ぬ
い

　
、
・
、
、
ン
ン

三
十
二
年
頃
の
も
の

不
　
明

オ
ー
ト
バ
イ

ホ
ン
ダ
9
0
㏄

一
万
円

洗
濯
物

　
乾
燥
機

鳥
　
か
　
．
こ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
中
古

中
　
古

不
　
明

不
　
明

子
供
ス
キ
ー

四
年
生
用
中
古

不
　
明

ス
キ
ー
靴
中
古
2
4
・
～

不
　
明

冷
　
蔵
　
庫

シ
ャ
ー
プ
型
五
年
使
用

不
　
明

冷
　
蔵
　
床

ナ
シ
ョ
ナ
ル
小
型
中
古

不
　
明

電
子
レ
ン
ヂ

シ
ャ
ー
プ
新

六
万
円

使
い
捨
て
か
ら
物
を
大
切
に
す
る
時

代
い
わ
ゆ
る
資
源
有
限
時
代
の
世
相

を
反
映
し
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
眠

っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
家
庭
用
品

を
最
大
限
に
生
か
し
利
用
い
た
だ
け

た
ら
…
と
い
う
願
い
か
ら
、
不
用
品

交
換
登
録
制
度
を
発
足
、
市
役
所
商

工
課
（
魯
七
⊥
三
一
一
番
）
を
窓

口
に
市
報
等
を
通
じ
そ
の
利
用
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
す
で
に
キ
ュ
ウ
カ

ン
鳥
等
の
よ
う
に
両
者
間
で
交
換
が

成
立
し
た
も
の
を
除
き
、
昭
和
五
十

二
年
一
月
末
日
現
在
別
表
の
と
お
り

申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
不
用

品
交
換
登
録
期
限
は
昭
和
五
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
い
た
し
ま
す

力
　
期
日
内
に
み
な
さ
ん
の
家
庭
で

交
換
希
望
の
品
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
支
部

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

使
用
で
き
る
の
に
、
お
宅
で
眠
っ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
不
用
品
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
不
用
品
は
新
品
、
中
古
を
問

い
ま
せ
ん
。

　
電
話
で
も
受
付
け
ま
す
。

体
温
計
、
家
庭
用
は
か
り
の
無
料

検
査
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
と
こ
ろ
、
家
庭
用
計
量
器
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婆
懸
籔
響
撚
　
　
　
普
及
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ー
。
新
潟
県
計
量
検
定
所
で
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぽ
ど
、
一
般
消
費
者
の
計
量
器
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
す
る
信
頼
と
計
量
の
安
全
を
は
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
を
目
的
に
つ
ぎ
の
と
お
り
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
量
器
の
精
度
確
認
を
実
施
し
ま
す
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
受
検
希
望
者
は
、
計
量
器
等
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
の
う
え
実
施
会
場
ま
で
お
い
で
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
料
は
無
料
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。
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￥
　
一
一

ス　反オ原ス　ス　ピ冷裁　普
キ　ス射1付キ　キ　　　　　　　　通
1　ト式ト　　　　　1　ア　蔵　　ち　自
一1　バ　　1　一　　　　　　転

口
ロ
ロ
名

式　ブ　　イ　　靴　式　　ノ　庫　板　車

中四中高す・1・ア中中中
一二　　　　校る学ッ
七女　五古　生中校プ古　古　古 規
五子　～　　用古四ラ
～用　六　　中品年イ
一・　畳　　古　主ト
八長　用　　　　　がの 格

2さ害の　　轄

不　不　不　不　不前二五円四三
　　　　　　後十干の1千

希
望

明　明　明　明　明　万円半五円 価
円　　額万 格

善意の輪大きく…・
赤い羽根共同募金等の協力に感謝

　昨年10月から年末にかけて行われた赤い

羽根共同募金と、歳末たすけあい運動は、

市民のみなさんのご協力により、赤い羽根

募金と、歳末たすけあい募金の二っをあわ

せて561万8，370円と、目標額の380万3，000

円を大きく上まわる善意が寄せられました。

　お寄せいただいたお金の一部（318万9，652

円）は、十日町市に配分され、昭和52年度の

十日町市社協事業活動の資金として・老人・

身障者の福祉活動など、市民の福祉向上に

役立てられます。

●赤い羽根共同募金

　　　　　　　409万2，652円

　　戸別募金173万4，000円
　　法人〃　138万2，210円
　　学校〃　　30万2，289円
　　職域〃　　　5万9，723円

　　特殊〃　　61万4，430円

●歳末たすけあい募金

　　　　　　　　152万5，718円
　これは、保護世帯や、ねたきり老人、ひと

り暮らし老人、長期入院患者など恵まれな

い環境にある方々が、明るい正月を迎えら

れるよう歳末見舞金を贈り、激励しました・

　
と
き
　
三
月
九
日
午
前
九
時
半
～

午
後
三
時
半
ま
で
。

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ

再
建
さ
れ
た
吉
田
中
名
ヶ
山
分
校

吉田中名ヶ山分校が完成
　火災復旧事業として、再建を急いでいた吉田中

名ヶ山分校がこのほど完成しました。

　同校の生徒21人は、いままで同分校に併設され

た名ヶ山小の特別教室で学習を続けていましたが、

これからは、新校舎で思う存分勉強ができると完

成の喜びをかみしめていました。

　再建された校舎は、鉄筋コンクリート2階建300．

30平方㍍で、廊下、物置等が木造1階建11。70平方

㍍となっています。教室数は4教室。

受
検
対
象
計
量
器

　
一
般
消
費
者
等
の
家
庭
用
は
か
り

（
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス

ケ
ー
ル
）
体
温
計
、
血
圧
計
。

　
医
療
機
関
、
学
校
等
は
、
体
温
計
、

血
圧
計
に
限
り
ま
す
。

福
島
源
一
さ
ん
が

日
本
農
業
賞
県
代

表
に

福島源一さん
　（珠　川）

　
こ
の
ほ
ど
、
福
島
源
一
さ
ん
（
珠

川
）
は
、
第
六
回
日
本
農
業
賞
個
人

の
部
で
、
新
潟
県
代
表
に
選
ば
れ
、
去

る
一
月
二
十
六
日
県
信
連
ビ
ル
（
新

潟
市
）
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
N
H
K
新
潟
放
送
局
と
県
農
協
中

央
会
は
、
県
内
の
優
秀
農
家
の
個
人

及
び
団
体
を
日
本
農
業
賞
と
し
て
毎

年
表
彰
し
て
い
ま
す
が
、
福
島
さ
ん

は
、
高
冷
豪
雪
地
で
、
昭
和
二
十
四

年
か
ら
開
墾
を
は
じ
め
、
養
蚕
を
主

体
に
プ
ラ
ス
稲
作
か
ら
養
蚕
規
模
拡

大
の
た
め
桑
園
造
成
を
続
け
、
養
蚕

飼
育
の
省
力
化
や
雪
国
に
適
し
た
桑

の
仕
立
て
方
法
等
を
工
夫
し
、
現
在

で
は
、
四
・
五
盤
の
経
営
面
積
か
ら

繭
三
千
八
百
七
十
ニ
キ
影
．
の
生
産
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

に
せ
税
務
職
員
に
ご
注
意

　
最
近
「
税
務
署
の
者
だ
」
と
い
っ

て
、
不
審
な
者
が
訪
問
し
た
り
、
電

話
で
取
引
先
の
こ
と
を
聞
い
た
り
、

い
や
が
ら
せ
を
言
っ
た
り
す
る
事
例

が
続
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
務

職
員
ら
し
い
態
度
で
税
務
関
係
の
出

版
物
を
販
売
す
る
「
に
せ
税
務
職
員
」

の
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
不
審
な
者
の
訪
問
あ
る
い
は
電

話
が
あ
っ
た
場
合
は
税
務
職
員
で
あ

る
か
ど
う
か
を
よ
く
確
認
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
税
務
関

係
の
出
版
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

よ
く
説
明
を
聞
き
、
理
解
納
得
の
上

で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、

税
務
職
員
ら
し
い
態
度
を
と
る
者
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
身
分
証

明
書
の
提
示
を
求
め
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
に
せ
職
員
と
思
わ
れ

る
人
の
訪
問
を
受
け
た
と
き
は
、
直

ち
に
税
務
署
総
務
課
魯
二
⊥
三
八

一
番
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

催
既
轡
時
　
』

開
恒
開
費
い
4
雀
鮭

を
、
り
会
さ
）
後
館
麻
賞
あ

△
π
は
お
日
だ
日
午
民
・
・
で

大
で
と
当
く
ー
～
公
棋
食
民

黙
慰
器
灘
灘

地
地
会
希
え
き
　
ろ
目
費
他

田
田
大
。
う
　
　
こ
　
の

吉
吉
縣
封
勧
と
と
種
会
そ



偽
、
℃

（4）
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（
告
示
第
七
号
）

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
三
の
規
定

に
基
づ
く
「
十
日
町
市
財
政
事
情
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
二
年
二
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
長
　
春
　
　
日
　
由
　
　
三

歳
出
五
〇
億
七
』
舎
豆
万
円

昭和51年度一般会計予算

歳
入
五
〇
億
七
』
公
豆
万
円

民生費106，46821％ 市　　税148，943

　　　　　29％

土木費93，92619％

地方交付税135，000

　　　　　27％総務費57，54311％

衛生費36，7497％

公債費桝，3537％ 国庫支出金80，795

　　　　　16％

市　　債49，10010％

農林水産業費31，846　6％

消防費181814％

教育費81，04216％
諸収入31，3316％
県支出金250975％

その他47，5279％ その他37，369　7％
（単位万円）

一般会計執行状況

）％％6969
率
率
入
行

収
執
（

三
五
億

一
、
九
さ
二
万
円

支
出
済
額

三
四
億

八
、
〇
五
二
万
円

収
入
済
額

五
〇
億
七
、
さ
二
五
万
円

＋
二
月
末
予
算

四
六
億
六
、
七
一
一
万
円

当
初
予
算

）

訳内の税市
税　　目 税額 構成比 市民1人当り 1世帯当り

市町村民税 74，984 50 14，812 62，654

固定資産税 51，377 35 10，149 42，929

軽自動車税 1，841 1 364 1，538

市可村たばこ消鰍 9，896 7 1，955 8，269

電　気　税 5，827 4 1，151 4，869

木材引取税 28 一 6 23

都市計画税 4，903 3 969 4，097

特別土地保有税 87 一 17 73

計 148，943 100 29，423 124，452

特別会計予算状況鞄万円

歳出性質別分析表
　　　（単位万円）

市有財産の状況

土　　　地 14，804，572㎡
会　計　名 予　算　額

国民健康保険 112，567

建　　　物 111，762㎡
診　　療　　所 3，379

簡　易　水　道 8，768

基金、公社債 10，117万円
下　　水　　道 19，200

計 143，914

雛
灘
繋
灘
灘
雛

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
昭
和
五
＋
二
年
二
月
一
日
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
三

会計別予算執行状況単位万円

会計名 予算額厭 収入率 支出済 執行率

一般会計 37，230 27，447
73．労

26，130 　％70．2

総合福祉センター

特別会計
1，419 934 65．8 704 49．6

と畜場事業

特別会計
5，572 1，423 25．5 1，778 31．9

計 44，221 29，804 67．4． 28，612 64．7

組合財産の状況

建　物4，446㎡

110万円基金
公社債

施設所在

市町村よ

り借地
土地

経

常

経

費

61％

費
ゆ
％

件
麗
餌

人
－
　
　
額

・
費
6
9
％

牛
’

2
8

物
創引円万5

総

50億

3，03

組合債の状況単位珊

目的（事業名） 金額

総合福祉センター

建設事業
4，300

と　畜　場

整備事業
3，680

消防施設
整備事業

13，770

計 21，750

　　中里村　　　　　市
　　　3・747　　　　　町
津南町lo％＋日町市村
8，191総額“意　別
22％1驚32万円16顎2畠

　　川西町　　　　　（金

　　・概　　畷

oo
費
β
％

助
齢
応

扶
勘
o

　
費
等
瀞
％

　
助
　
鵬
日

　
補
　
　
5

害復旧費
臆994－

　2％

’の他一
1て意2。465

　　2％鎌
泌
　5％維持禰修費
　　　　If愈4，830

　　　　　3％

育＼

8億

1，404

　39％

　市債の状況
　　　　　（単位万円）

　　　　財政対

　ぞT他撃卿
lf意3，194

　7％　　　　　　　　　　　教
　　　県貸付金
　　　　　ほか
　　1億8，070
　　　9％　　　　　大蔵省
　　　　　市債総額　蝿
繊銘2・億　9・1・4
　20％　　7，018万円　　48％

　民生
　　4，938

　　2％

爆1実

郵政省
4｛意8，164

　23％

辺地対簾

億6，417

8％

　
99
％

　
ヨ
　
ら

木
億
乳
2

　
5
土

市民会館・高庁舎

2億6銘10吃／

灘
灘
難
蕊
遜

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日

町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を

公
表
し
ま
す

　
昭
和
五
十
二
年
二
月
一
日

　
　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
三

予算執行状況
；r　（騒纏多i ）％％7379

率
率
入
行

収
執
（

三
億
二
、
六
二
万
円

額済出支

三
億
一
八
四
万
九
千
円

額済入収

四
億
一
、
一
〇
二
万
八
千
円

額算予

一時借入金4，500万円

組合債の状況
ごみ焼却場 1億9，623万7千円

し尿処理場 7，207万3千円

清　　掃　　車 252万円

計 2億7，083万円

（第3種郵便物認可）昭和52年2月10日
と6∬夢3’5

　
　
も
　
ウ
　
ひ
　
ゅ
　
ウ
　
ケ
　
つ

噛
璽
懸
、
㎜
聾
す
　
　
？

≦
．
ゆ
ず
っ
τ
く
悲
懸
い

消
費
者
協
会
十
日
町
支
部
で
は
、

鱗
羅
㎜
㎜
綴
㎜
雛
蒙

品
　
名

規
　
　
格

希
望
価
格

ス
キ
ー
靴

訪
　
問
　
著

中
古
ビ
ニ
ー
ル
製

　
　
　
24
・
5
諺

二
着
（
二
～
三
回
使
用
）

千
　
円

一
万
円

　
以
上

子
供
用
そ
り

中
古
木
製

不
　
明

古
　
い
　
綿

不
　
明

ス
ト
ー
ブ

電
動
式
オ
ル
ガ
ン

対
流
型
二
年
使
用

全
音
六
十
一
鍵

五
千
円

八
千
五
百
円

冷
蔵
庫
中
　
古

不
　
明

ガ
ス
ガ
マ

四
尉
も
の
六
ヵ
月
使
用

不
　
明

ガ
ス
ガ
マ

三
尉
も
の
一
年
使
用

不
　
明

直
線
ぬ
い

　
、
・
、
、
ン
ン

三
十
二
年
頃
の
も
の

不
　
明

オ
ー
ト
バ
イ

ホ
ン
ダ
9
0
㏄

一
万
円

洗
濯
物

　
乾
燥
機

鳥
　
か
　
．
こ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
中
古

中
　
古

不
　
明

不
　
明

子
供
ス
キ
ー

四
年
生
用
中
古

不
　
明

ス
キ
ー
靴
中
古
2
4
・
～

不
　
明

冷
　
蔵
　
庫

シ
ャ
ー
プ
型
五
年
使
用

不
　
明

冷
　
蔵
　
床

ナ
シ
ョ
ナ
ル
小
型
中
古

不
　
明

電
子
レ
ン
ヂ

シ
ャ
ー
プ
新

六
万
円

使
い
捨
て
か
ら
物
を
大
切
に
す
る
時

代
い
わ
ゆ
る
資
源
有
限
時
代
の
世
相

を
反
映
し
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
眠

っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
家
庭
用
品

を
最
大
限
に
生
か
し
利
用
い
た
だ
け

た
ら
…
と
い
う
願
い
か
ら
、
不
用
品

交
換
登
録
制
度
を
発
足
、
市
役
所
商

工
課
（
魯
七
⊥
三
一
一
番
）
を
窓

口
に
市
報
等
を
通
じ
そ
の
利
用
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
す
で
に
キ
ュ
ウ
カ

ン
鳥
等
の
よ
う
に
両
者
間
で
交
換
が

成
立
し
た
も
の
を
除
き
、
昭
和
五
十

二
年
一
月
末
日
現
在
別
表
の
と
お
り

申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
不
用

品
交
換
登
録
期
限
は
昭
和
五
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
い
た
し
ま
す

力
　
期
日
内
に
み
な
さ
ん
の
家
庭
で

交
換
希
望
の
品
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
支
部

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

使
用
で
き
る
の
に
、
お
宅
で
眠
っ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
不
用
品
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
不
用
品
は
新
品
、
中
古
を
問

い
ま
せ
ん
。

　
電
話
で
も
受
付
け
ま
す
。

体
温
計
、
家
庭
用
は
か
り
の
無
料

検
査
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
と
こ
ろ
、
家
庭
用
計
量
器
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婆
懸
籔
響
撚
　
　
　
普
及
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ー
。
新
潟
県
計
量
検
定
所
で
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぽ
ど
、
一
般
消
費
者
の
計
量
器
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
す
る
信
頼
と
計
量
の
安
全
を
は
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
を
目
的
に
つ
ぎ
の
と
お
り
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
量
器
の
精
度
確
認
を
実
施
し
ま
す
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
受
検
希
望
者
は
、
計
量
器
等
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
の
う
え
実
施
会
場
ま
で
お
い
で
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
料
は
無
料
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。
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ヤ
衰
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O
　
　
o
　
2
　
　
　
　
　
￥
　
一
一

ス　反オ原ス　ス　ピ冷裁　普
キ　ス射1付キ　キ　　　　　　　　通
1　ト式ト　　　　　1　ア　蔵　　ち　自
一1　バ　　1　一　　　　　　転

口
ロ
ロ
名

式　ブ　　イ　　靴　式　　ノ　庫　板　車

中四中高す・1・ア中中中
一二　　　　校る学ッ
七女　五古　生中校プ古　古　古 規
五子　～　　用古四ラ
～用　六　　中品年イ
一・　畳　　古　主ト
八長　用　　　　　がの 格

2さ害の　　轄

不　不　不　不　不前二五円四三
　　　　　　後十干の1千

希
望

明　明　明　明　明　万円半五円 価
円　　額万 格

善意の輪大きく…・
赤い羽根共同募金等の協力に感謝

　昨年10月から年末にかけて行われた赤い

羽根共同募金と、歳末たすけあい運動は、

市民のみなさんのご協力により、赤い羽根

募金と、歳末たすけあい募金の二っをあわ

せて561万8，370円と、目標額の380万3，000

円を大きく上まわる善意が寄せられました。

　お寄せいただいたお金の一部（318万9，652

円）は、十日町市に配分され、昭和52年度の

十日町市社協事業活動の資金として・老人・

身障者の福祉活動など、市民の福祉向上に

役立てられます。

●赤い羽根共同募金

　　　　　　　409万2，652円

　　戸別募金173万4，000円
　　法人〃　138万2，210円
　　学校〃　　30万2，289円
　　職域〃　　　5万9，723円

　　特殊〃　　61万4，430円

●歳末たすけあい募金

　　　　　　　　152万5，718円
　これは、保護世帯や、ねたきり老人、ひと

り暮らし老人、長期入院患者など恵まれな

い環境にある方々が、明るい正月を迎えら

れるよう歳末見舞金を贈り、激励しました・

　
と
き
　
三
月
九
日
午
前
九
時
半
～

午
後
三
時
半
ま
で
。

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ

再
建
さ
れ
た
吉
田
中
名
ヶ
山
分
校

吉田中名ヶ山分校が完成
　火災復旧事業として、再建を急いでいた吉田中

名ヶ山分校がこのほど完成しました。

　同校の生徒21人は、いままで同分校に併設され

た名ヶ山小の特別教室で学習を続けていましたが、

これからは、新校舎で思う存分勉強ができると完

成の喜びをかみしめていました。

　再建された校舎は、鉄筋コンクリート2階建300．

30平方㍍で、廊下、物置等が木造1階建11。70平方

㍍となっています。教室数は4教室。

受
検
対
象
計
量
器

　
一
般
消
費
者
等
の
家
庭
用
は
か
り

（
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス

ケ
ー
ル
）
体
温
計
、
血
圧
計
。

　
医
療
機
関
、
学
校
等
は
、
体
温
計
、

血
圧
計
に
限
り
ま
す
。

福
島
源
一
さ
ん
が

日
本
農
業
賞
県
代

表
に

福島源一さん
　（珠　川）

　
こ
の
ほ
ど
、
福
島
源
一
さ
ん
（
珠

川
）
は
、
第
六
回
日
本
農
業
賞
個
人

の
部
で
、
新
潟
県
代
表
に
選
ば
れ
、
去

る
一
月
二
十
六
日
県
信
連
ビ
ル
（
新

潟
市
）
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
N
H
K
新
潟
放
送
局
と
県
農
協
中

央
会
は
、
県
内
の
優
秀
農
家
の
個
人

及
び
団
体
を
日
本
農
業
賞
と
し
て
毎

年
表
彰
し
て
い
ま
す
が
、
福
島
さ
ん

は
、
高
冷
豪
雪
地
で
、
昭
和
二
十
四

年
か
ら
開
墾
を
は
じ
め
、
養
蚕
を
主

体
に
プ
ラ
ス
稲
作
か
ら
養
蚕
規
模
拡

大
の
た
め
桑
園
造
成
を
続
け
、
養
蚕

飼
育
の
省
力
化
や
雪
国
に
適
し
た
桑

の
仕
立
て
方
法
等
を
工
夫
し
、
現
在

で
は
、
四
・
五
盤
の
経
営
面
積
か
ら

繭
三
千
八
百
七
十
ニ
キ
影
．
の
生
産
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

に
せ
税
務
職
員
に
ご
注
意

　
最
近
「
税
務
署
の
者
だ
」
と
い
っ

て
、
不
審
な
者
が
訪
問
し
た
り
、
電

話
で
取
引
先
の
こ
と
を
聞
い
た
り
、

い
や
が
ら
せ
を
言
っ
た
り
す
る
事
例

が
続
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
務

職
員
ら
し
い
態
度
で
税
務
関
係
の
出

版
物
を
販
売
す
る
「
に
せ
税
務
職
員
」

の
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
不
審
な
者
の
訪
問
あ
る
い
は
電

話
が
あ
っ
た
場
合
は
税
務
職
員
で
あ

る
か
ど
う
か
を
よ
く
確
認
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
税
務
関

係
の
出
版
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

よ
く
説
明
を
聞
き
、
理
解
納
得
の
上

で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、

税
務
職
員
ら
し
い
態
度
を
と
る
者
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
身
分
証

明
書
の
提
示
を
求
め
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
に
せ
職
員
と
思
わ
れ

る
人
の
訪
問
を
受
け
た
と
き
は
、
直

ち
に
税
務
署
総
務
課
魯
二
⊥
三
八

一
番
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

催
既
轡
時
　
』

開
恒
開
費
い
4
雀
鮭

を
、
り
会
さ
）
後
館
麻
賞
あ

△
π
は
お
日
だ
日
午
民
・
・
で

大
で
と
当
く
ー
～
公
棋
食
民

黙
慰
器
灘
灘

地
地
会
希
え
き
　
ろ
目
費
他

田
田
大
。
う
　
　
こ
　
の

吉
吉
縣
封
勧
と
と
種
会
そ
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郷
土
資
料
の
収
集
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ

　
市
で
は
、
郷
土
の
か
け
が
え
の
な
い

文
化
財
や
資
料
を
永
久
に
保
存
し
、

市
民
の
学
習
に
役
立
て
る
た
め
、
前

前
か
ら
郷
土
資
料
の
収
集
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
、
収

蔵
物
も
か
な
り
の
数
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
、
貴
重
な
資

料
や
多
く
の
民
具
が
市
民
の
み
な
さ

ん
の
お
宅
へ
眠
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
郷
土
資
料

を
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
つ
ぎ
に
列
挙
さ
れ
た
資

料
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
寄
贈
、
ご
寄

託
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

麗
蕪
屡

蘇
㈹
陽

熊
蕪
墨

彦
〃
為
轟
葡

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
連
絡
先
　
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
（
曾
七
⊥
三
二
番
内
線
二

七
四
）
へ
。

善
行
有
識
青
少
年

の
推
せ
ん
を

　
新
潟
県
有
識
青
少
年
顕
彰
基
金
（
等

々
力
理
事
長
）
で
は
、
青
少
年
の
正

し
い
行
い
と
勤
労
意
欲
の
向
上
を
は

か
る
目
的
で
こ
れ
ま
で
二
百
十
人
の

善
行
青
少
年
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
制
限
年
齢
を
こ
れ
ま

で
の
二
十
歳
か
ら
二
十
二
歳
に
引
上

げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
市
内
に

優
れ
た
善
行
有
職
青
少
年
で
他
の
模

範
と
な
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
三
月

十
九
日
ま
で
に
市
社
会
福
祉
事
務
所

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
被
表
彰
者
の
資
格

■
昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
日
現
在

満
二
十
二
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。
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■
善
行
有
職
青
少
年
で
他
の
模
範
と

さ
れ
る
も
の
。

甲
乙
丙
種
危
険
物
取

扱
者
講
習
会
を
実
施

　
製
造
所
、
貯
蔵
所
等
に
お
い
て
、

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
危

険
物
取
扱
者
、
保
安
監
督
者
や
危
険

物
取
扱
の
免
状
取
得
者
で
、
現
に
危

険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な

い
方
を
対
象
に
つ
ぎ
の
と
お
り
講
習

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
受
講

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
と
き
　
三
月
九
日
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
。

　
と
こ
ろ
　
長
岡
市
厚
生
会
館
（
長

岡
市
大
手
通
り
）
。

　
申
込
期
限
　
二
月
十
四
日
か
ら
二

十
八
日
ま
で
（
申
込
用
紙
は
、
十
日

町
地
域
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）
。

　
受
講
申
し
込
み
先

　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
危
険

物
係
（
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
、
曾

〇
二
五
二
－
二
一
二
－
五
五
一
一
番
）
。

　
講
習
手
数
料
　
八
百
円
（
新
潟
県

収
入
証
紙
で
納
入
）
。

　
子
ど
も
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真

　
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い

　
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
は
、
午
後
六
時

五
十
分
～
七
時
の
N
S
T
ニ
ュ
ー
ス

（
土
、
日
曜
日
を
除
く
毎
週
放
送
）

の
際
に
使
用
す
る
、
子
ど
も
の
ス
ナ

ッ
プ
写
真
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
応
募
の
際
、
名

前
と
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
提
供
し
て
ほ
し
い
写
真

　
子
ど
も
さ
ん
（
一
歳
か
ら
三
歳
位
）

の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
五
枚
組
と
す
る
。

　
規
格
　
カ
ラ
i
写
真
で
サ
ー
ビ
ス

サ
イ
ズ
の
も
の
。

　
申
し
込
み
先
新
潟
総
合
テ
レ
ビ

報
道
製
作
部
（
〒
九
四
〇
長
岡
市
今

　
■
3
，
＝
●
3
9
3
3
3
亀
■
曹
9
；
O
マ
・
二
＝
響
．
8
＝
・
3
．
B
3
3
一
一
．
■
■
。
亀
3
謬
亀
一
3
こ
＝
3
ε
一
一
●
3
も
一
■
●
9
0
3
．
8

雪
ま
つ
り
と
交
通
の

　
お
知
ら
せ

飯
山
線
臨
時
列
車
▽
十
二
日
（
土
）

新
潟
発
十
二
時
四
十
四
分
十
日
町
着

十
五
時
三
十
六
分
、
越
後
川
口
発
十

三
時
五
分
十
日
町
着
十
三
時
四
十
四

分
、
十
日
町
発
二
十
時
三
十
三
分
新

潟
着
二
十
二
時
四
十
二
分
、
十
日
町

発
二
十
一
時
二
十
分
越
後
川
口
着
二

十
一
時
四
十
八
分
、
長
野
発
十
一
時

四
十
五
分
十
日
町
着
十
五
時
士
二
分
、

十
日
町
発
二
十
時
四
十
分
長
野
着
二

十
三
時
四
十
八
分
▽
十
三
日
（
日
）

新
潟
発
九
時
二
十
分
十
日
町
着
十
一

朝
白
二
丁
目
）
。

　
　
　
　
　
（
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
）

バひygイヅ亭’一

→過研

1製謡鱒

鳳売～・、

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ
　
▽
庭
野
又
司

（
江
道
）
香
典
返
し
…
二
万
五
千
円
▽

匿
名
二
件
…
一
万
五
百
円
▽
東
北
電

力
㈱
十
日
町
営
業
所
…
三
万
六
千
二

百
六
円
▽
村
山
誠
一
…
千
円
▽
モ
ア

お
客
一
同
…
一
万
二
千
九
百
五
十
六

円
。　

型
紙
捺
染
技
能
検
定
を
実
施

　
県
立
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
こ
の
ほ
ど
、
か
せ
糸
浸
染
作
業

及
び
型
紙
捺
染
作
業
の
全
国
技
能
検

定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
同
校
を
会
場
に
、
昨
年
か
ら
本
検

定
に
備
え
て
の
問
題
集
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
と
し
か

ら
、
同
部
門
が
は
じ
め
て
技
能
検
定

の
職
種
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

●
亀
マ
■
。
も
・
3
3
＝
9
3
辱
3
●
8
3
．
も
胃
3
。
亀
一
D
・
．
≒
・
8
3
・
●
、
乙
マ
3
乙
雪
・
3
亀
．
D
・
，
亀
？
3
乙
？

時
四
十
七
分
、
十
日
町
発
十
六
時
四

十
一
分
新
潟
着
十
九
時
六
分
。

　
越
後
交
通
臨
時
バ
ス
　
▽
十
二
日

（
土
）
十
日
町
発
　
本
町
三
丁
目
停

留
所
付
近
ー
水
口
・
小
千
谷
・
長
岡

方
面
、
本
町
高
校
バ
ス
停
留
所
付
近

－
土
市
・
大
割
町
・
六
日
町
方
面
、

本
町
二
丁
目
停
留
所
付
近
－
千
手
・

上
野
・
仁
田
・
高
島
方
面
、
い
ず
れ

も
午
後
八
時
十
分
、
二
十
分
、
三
十

分
発
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
十
三
日

は
長
岡
・
小
千
谷
・
大
割
野
方
面
定

期
増
発
運
行
な
ど
、
増
発
、
随
時
運

行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■市勢／人ロー50，624人（男24，720・女25，904）／世帯数一11，968／面積・…211．44、k㎡（1月旧現在
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　　　雪ぴ落しにワイヤー作．戦　　蓼

　気温の上昇に伴い、山間地はいま各所にナダレの危険が

いっぱい一。このため、市豪雪災害対策本部と雪害対策室

では、ナダレ事故を未然に防ごうと、この冬はじめてブルドーザ

とワイヤーによる雪ぴ落しの実験を行い、威力もあり、効果的で

あるという結果が示されました．今後さらに危険箇所の検討とと

もに、この方法による雪ぴ除去作戦を展開することにしています・

　　　　　　　　　　　　　（2月25日・吉田樽沢地内の実験）


